イノベーション東北や岩手県大槌町復興支援員募集など東北支援にかかわる情報満載！【RCF復興支援チームメールマガジン】
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「RCF 復興支援チーム」メールマガジン（毎月11日発行）
<<http://rcf311.com/ >>
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こんにちは。
RCF復興支援チーム、メルマガ担当池田です。
日を追うごとに寒くなってきておりますが、東北は、
新しい働き方のモデルとなる熱い仕事が満載です！
今回も、東北復興に関するイベント情報、採用情報を
盛りだくさんでお届けします。
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1. イベント・採用等ご案内
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--------------------------------------------------
▼ 岩手県大槌町からの情報です
--------------------------------------------------
11/21（金）・22（土）東京にて連続開催！
岩手県大槌町「大槌復興推進隊」採用説明会
--------------------------------------------------

岩手県大槌町では、未来のまちづくり・産業復興を担う復興支援員
「大槌町復興推進隊」の募集が始まりました。
（企画調整/市街地再生/地域おこし/水産業振興の4職種5名）
http://www.town.otsuchi.iwate.jp/docs/2014102000026/

東日本大震災により大槌町は、全被災自治体の中で2番目の犠牲者率という
壊滅的な被害を受けました。そして、震災から3年半―――。
大きすぎる傷を抱えながらも町民一丸となってまちづくりを進め、
ようやく復興のスタートラインに立とうとしている今、
これまでの経験を活かして様々な地域課題に共にチャレンジしてみませんか？

本募集に関して、東京でも採用説明会を実施します。
説明会では、大槌復興推進隊の概要説明に加えて、
既に三陸沿岸で活動している復興支援員によるトークセッションも行う予定です。
現場の生の声を聞きたい方、大槌の「今」に関心のある方も是非ご参加ください。

■□■□■□■□■□■□■□■□■開催概要（東京会場）■□■□■□■□■□■□■□■□■
日時：
【第一回】11月21日(金) 19:00～20:00  (開場 18:30)
【第二回】11月22日(土) 14:00～15:00　(開場 13:30)

会場：
日本財団ビル1F　バウルーム（東京都港区赤坂1-2-2）

アクセス：
銀座・南北線 溜池山王駅9番出口より徒歩5分
http://www.nippon-foundation.or.jp/about/access/

参加費：無料

申込方法：
件名に【説明会申込み】と記載し、下記内容をメールにて
sui@town.otsuchi.iwate.jpにお送り下さい。

　　・氏名（フリガナ）
　　・パソコンメールアドレス
　　・携帯電話番号
　　・説明会参加日
　　・Facebookアカウント名（所有していれば）
　　・Twitterアカウント名（所有していれば）
　　・興味のある募集職種（いくつでも結構です）

主催：大槌町役場　/　協力：「WORK FOR 東北」事務局

--------------------------------------------------
▼ イノベーション東北からの情報です
--------------------------------------------------
11/23（日）渋谷ヒカリエで開催！
Google 復興支援プロジェクト 「イノベーション東北」と考える働き方の未来
--------------------------------------------------

Google 復興支援プロジェクト
「イノベーション東北」では、11/23（日）の19時より、
「Tokyo Work Design Week（TWDW）2014」にて、
「東北発、”ともに創る” 新しい働き方」をテーマに、
プログラムを開催します！（参加費無料・事前申込必要）

TWDWは、「新しい働き⽅」や「未来の会社」にまつわる
アイデアやヒントを、イベントを通じて共有・交換し、
多様な交わりから新しい未来をつくっていくことを目的にしています。

今回、イノベーション東北では、メインである勤労感謝の日
11月23日（日）の19:00から2時間の枠をTWDWよりいただき、
「イノベーション東北」で出会った岩手、宮城、福島で
まさに地域、社会と関わる、新しい働き方を実践している
5名の方々をお招きします。

藪内 義久さん (OPTICAL YABUUCHI)
藁谷 郁生さん (一般社団法人LIFEKU実行委員会)
小松 洋介さん (特定非営利活動法人アスヘノキボウ)
西条 佳泰さん (LiFESTYLE Lab.)
西条 さやかさん (LiFESTYLE Lab.) 　ほか

当日は、各々の活動やキャリアを紹介するとともに、
地域プロジェクトに対して、会場の皆さんとともに
具体的なアイデアを考えるワークショップも行います。

地域をつくるプロジェクトに、あなたも参加しませんか？

先着100名様限定で申込み受付中です。
プログラムへのご参加は事前予約が必要ですので、お早めに！

以下のリンクよりチケットを申込み、ご予約ください。
http://twdw20141123n.peatix.com/
※お申し込みはこちらのリンクからの受付のみとなります。

■□■□■□■□■□■□■□■□■イベント概要■□■□■□■□■□■□■□■□■

【日時】2014年11月23日（日）　

19:00 受付開始　
19:15 トークセッション＆ワークショップ開始
21:40 閉場


【場所】渋谷ヒカリエ８階コート（東京都渋谷区渋谷2-21-1）

【チケット代金】無料
以下のリンクよりチケットを申込み、ご予約ください。
詳しい情報もこちらにございます。

http://twdw20141123n.peatix.com/
※お申し込みはこちらのリンクからの受付のみとなります。
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2. メディア掲載履歴・出演情報
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▼新聞掲載情報---------------------
福島民報　　10月17日朝刊
10月16日にいわき市で開催された、双葉町・大熊町の
復興支援員採用説明会の模様が掲載されました。

▼Web掲載情報----------------
ビジネスジャーナル　　2014年10月22日
「地方創生、被災地で先行する取り組み　ビジネスノウハウ活用と官民連携で経済効果創出」
というテーマでRCF復興支援チームの取り組みが紹介されました。
http://biz-journal.jp/2014/10/post_6397.html
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3. 各プロジェクト情報
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▼イノベーション東北
http://www.innovationtohoku.com/
最新情報は、Facebookページから
https://www.facebook.com/innovationtohoku

○ ピックアップチャレンジ
新商品開発のためプロダクト・デザイナー募集！＆チラシのデザイン作成ができる方募集！
http://www.innovationtohoku.com/challenge-5861231407661056.html

気仙沼の地域密着型セレクトショップ。新たなスタートを一緒にサポートしてくれる方募集中。
http://www.innovationtohoku.com/challenge-5868077048659968.html

○そのほかのサポーター募集中の復興チャレンジ一覧（27件）
http://www.innovationtohoku.com/challenges.html?status=accepting

＊ イノベーション東北では、他にもさまざまなスキルをもつ
サポーターを募集しています。
特に、商品開発やマーケティング、webサイト製作のご経験が豊富な方、
あなたのスキルを活かして、東北のビジネス復興支援に参加してみませんか？

イノベーション東北サポーターに登録するにはこちら↓
http://www.innovationtohoku.com/supporter_form.html

================================

▼WORK FOR 東北
http://www.work-for-tohoku.org/

○新着記事
11月1日（土）みちのく仕事右腕派遣プログラムマッチングフェア2014
AUTUMNが開催されました。
http://michinokushigoto.jp/fair/

○現在募集中の案件（31件）
http://www.work-for-tohoku.org/list/

================================

▼復興応援 キリン絆プロジェクト 
http://kizuna-nipponfoundation.info/

○新着記事
「北三陸 世界ブランドプロジェクト実行委員会　試食会レポート」
2014年10月22日、東京都中野区にあるキリングループ本社で行われた試食会の模様です。
http://kizuna-nipponfoundation.info/2014/11/post-43.html


================================

RCF復興支援チームの復興コーディネーター、復興支援員が
運営サポートしているFacebookページです。
福島県双葉町、岩手県釜石市の最新情報を発信しています。

▼「つなげよう つながろう ふたばのわ」
https://www.facebook.com/fukushima.futaba

【双葉の作品が実りました～双葉町民作品展覧会＠いわき】
https://www.facebook.com/fukushima.futaba/posts/636365926482520
http://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/item/6307.htm#moduleid4881

10月は、いわき市で開催された「双葉町町民作品展覧会」を、
RCFの双葉町復興支援員（ふたさぽ）が全面的にサポートしました。
全国各地に避難している双葉町民から集まった作品はなんと200点以上！
みなさんの想いのこもった作品は、同じくふたさぽメンバーが動画にまとめ、
町公式YouTubeチャンネルで公開しています。ぜひ、ご覧下さい。
http://youtu.be/HOWbTAcSiWk


▼「釜石リージョナルコーディネーター～釜援隊～」
https://www.facebook.com/kamaentai

【かまらじvol.21】釜援隊・大林vs復興推進本部・佐々木勝さん
http://ow.ly/E5VXl 

釜石の復興支援員制度「釜援隊」のメンバーが、
毎週金曜日16:00〜17:00「かまいしさいがいエフエム」にて番組を持っています。
ネットでも聴くこともできるので、ぜひ聴いてみて
ください！

▼かまいしさいがいエフエムで、毎週金曜日16:00〜17:00放送
◆周波数
・86.0MHz（釜石市中心部）
・80.1MHz（甲子町大松地区、鵜住居町田郷地区、唐丹町小白浜地区）
◆今年度から、再放送も始めました。
再放送は毎週火曜日11:00台の「はまっこラジオ」でお送りします。

▼市外の方は、インターネットの「サイマルラジオ」
または「リッスンラジオ」でお聴き頂けます。
・サイマルラジオ：http://www.simulradio.jp/#touhoku
・リッスンラジオ：http://listenradio.jp/
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4. 藤沢烈ブログから（先月のアクセス数トップ３）
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RCF復興支援チーム代表理事・藤沢烈が、
ほぼ毎日更新している「藤沢烈BLOG」。 
http://retz.seesaa.net/
×月はどんな記事がよく読まれたのでしょうか。

▼アクセス1位
堀義人さん100の行動/復興編から分かる、復興の3つのポイント。
(10月13日)
http://retz.seesaa.net/article/407022344.html

▼アクセス2位
「どうなっちゃうの?NPO税制」イベントの、NPOセクターにおける3つの意義
(10月10日)
http://retz.seesaa.net/article/406877931.html

▼アクセス3位
新しいリベラルは、日本と韓国で広がるか。
(10月20日)
http://retz.seesaa.net/article/407424672.html


RCF復興支援チームメールマガジンは以上になります。
本日もお読みいただきありがとうございました！

『日本版シティマネージャー派遣制度』が、
発表され、「地方創生」というキーワードが
新聞などをにぎわすようになりました。
行政と民間、地方と東京の新しい繋がりが生まれるために、
弊団体もさまざまな活動をしていきます。

来月もどうぞ、お楽しみに。
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発行：一般社団法人 RCF復興支援チーム http://rcf311.com/
▼配信停止やお問い合わせはこちらまでご連絡ください
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＜Vision：我々が目指す社会像＞
どんなひとも地域も、価値をつくりあう社会

＜Mission：RCFの役割＞
コーディネートする力を通して、変革の担い手と共に、
ひとをつくり、まちをつくり、産業をつくる

＜Value：そのための行動基準＞
価値にコミットする
チームをつくる
当事者として関わる
矛盾と不確実性に挑む
常に学び続ける
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